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年
々
餅
つ
き
を
す
る
光
景
も
見
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、今
年
度
も
ケ
ア
ホ
ー
ム

で
は
皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
て
餅
つ
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。晴
天
に
も
恵
ま
れ
青
空
の

も
と
、皆
さ
ん
で
声
を
掛
け
合
い
ぺ
っ
た
ん

こ
。あ
ん
こ
ろ
餅
、豆
餅
、鏡
餅
、の
し
餅
作

り
で
す
。な
ぜ
か
“
の
し
棒
”
が
見
当
た
ら

ず
、の
し
餅
は
皆
さ
ん
の
手
で
ペ
タ
ペ
タ
と

餅
を
叩
き
伸
ば
し
て
お
正
月
の
お
雑
煮
の

餅
に
し
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、出
来
た
て
の
あ
ん
こ
ろ
餅
や

き
な
こ
餅
、豚
汁
、デ
ザ
ー
ト
を
添
え
て
年
忘

れ
会
の
御
馳
走
を
食
べ
な
が
ら
、一
年
を
振

り
返
り
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
〇
二
五
年
も
皆
さ
ん
健
康
で
仲
良
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
…
と
話
も
膨
ら
み
ま
し
た
。

ケ
ア
ホ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
よ
く
食
べ
て
、た

く
さ
ん
笑
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

甲
府
市
貢
川
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、年

末
の
恒
例
と
な
っ
た
「
青
い
鳥
ホ
ー
ム
・

青
い
鳥
ケ
ア
ホ
ー
ム
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。３
Ｂ
体
操
で
身
体
を
動
か
し
、会

食
と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

二
〇
二
四
年
の
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。二
〇
二
五
年
も
、皆
さ
ん
に
と
っ

て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。

　

山
梨
県
障
害
者
文
化
展
に
、青
い
鳥

ホ
ー
ム
と
青
い
鳥
ケ
ア
ホ
ー
ム
合
同
で
、

初
め
て
作
品
を
応
募
し
ま
し
た
。個
人
で

編
み
物
を
出
品
さ
れ
た
方
が
二
人
。こ
の

冬
に
、早
速
ご
自
分
で
着
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、団
体
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
オ

ニ
オ
ン
＆
ロ
ー
ズ
」
は
、不
要
に
な
っ
た

点
字
紙
を
玉
ね
ぎ
染
め
で
色
付
け
し
、バ

ラ
の
形
に
切
り
取
っ
て
壁
画
に
し
ま
し

た
。緑
の
葉
の
部
分
は
、利
用
者
が
点
字
で

「
あ
り
が
と
う
」
と
打
っ
て
気
持
ち
を
込

め
ま
し
た
。青
い
鳥
ホ
ー
ム
に
飾
り
、ご
来

店
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
見
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　

青
い
鳥
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
入
居
さ
れ
二
年
に

な
る
Ｔ
さ
ん
。白
い
杖
愛
護
作
文
の
生
活
体

験
文
に
初
め
て
応
募
し
、優
秀
賞
を
も
ら
い

ま
し
た
。Ｔ
さ
ん
は
小
学
生
時
代
、網
膜
色
素

変
性
症
の
病
気
を
発
症
し
徐
々
に
視
野
を
失

い
ま
し
た
。高
校
を
卒
業
後
、就
職
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
退
職
し
て
そ
の
後
は
長
く

家
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。家
族
の
勧
め
も

あ
り
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
短
期
入
所
を
利
用
後
、

入
居
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
文
に
は
、初
め
て
の
共
同
生
活
の
こ
と

や
、視
覚
障
害
者
が
活
用
で
き
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
・
日
常
生
活
用
具
・
補
装
具
を
利
用
し

て
の
五
十
才
で
の
新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト

の
こ
と
を
書
き
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。今
後
の

Ｔ
さ
ん
の
自
立
へ
の
道
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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みんなで落花生の殻むき表彰式の会場にて

2025年も笑顔で！展示された作品

会食とカラオケ

紅葉を見ながら３Ｂ体操

具沢山の豆餅作り
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第
54
回
鉄
道
弘
済
会
・
日
本
盲
人
福
祉
委
員
会

川
　
　
　
柳

浅
川 

和
多
留
　
選

●
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
川
柳
会

　
題
　
詠
（
送
る
）

卒
業
生
送
る
言
葉
に
感
涙
し

岡
部
　
恵
子

塩
味
の
効
い
た
エ
ー
ル
を
送
る
親萩

原
　
満
治

ク
ラ
ス
会
次
回
も
元
気
に
ま
た
会
お
う

桑
原
　
梅
次

子
や
孫
を
送
り
出
し
て
の
独
り
の
茶

本
間
　
り
ょ
う

親
送
り
心
に
大
き
な
穴
が
空
く

相
沢
　
幸
雄

傍
仮
名
の
答
辞
万
感
込
み
上
げ
る堀

内
　
孝
春

枯
露
柿
に
郷
の
ぬ
く
も
り
子
へ
送
る

埜
村
　
和
美

親
友
送
り
い
つ
ま
た
会
え
る
年
の
暮
れ

小
松
　
　
瑛

　
雑
　
詠

パ
パ
マ
マ
の
背
を
見
な
が
ら
子
は
育
つ

岡
部
　
恵
子

老
い
の
坂
孫
が
手
を
引
く
背
中
押
す

萩
原
　
満
治

散
歩
道
赤
く
咲
く
花
サ
ザ
ン
カ
よ桑

原
　
梅
次

千
羽
鶴
待
つ
こ
と
で
き
ず
友
は
逝
き

本
間
　
り
ょ
う

初
恋
の
人
に
未
来
の
夢
語
り

相
沢
　
幸
雄

災
害
の
爪
痕
な
お
も
深
く
な
り

堀
内
　
孝
春

大
根
と
柚
子
味
噌
郷
の
定
期
便

埜
村
　
和
美

●
青
い
鳥
老
人
ホ
ー
ム
川
柳
ク
ラ
ブ

　
雑
　
詠

お
出
掛
け
の
約
束
交
わ
し
弾
む
胸

影
山
　
笑
美
子

校
庭
で
姿
消
え
て
く
か
く
れ
ん
ぼ松

木
　
　
鏡

消
え
て
い
く
田
舎
訛
り
を
思
い
出
す

山
本
　
サ
カ
エ

買
い
物
に
迷
い
結
局
金
減
ら
ぬ

佐
野
　
英
夫

嘘
で
い
い
優
し
い
言
葉
欲
し
か
っ
た

齊
藤
　
は
る
子

消
え
て
い
く
自
分
の
気
持
ち
追
い
か
け
る

本
多
　
民
代

夕
焼
け
の
瞼
に
浮
か
ぶ
幼
き
日

市
瀨
　
英
子

　

一
九
八
四
年
春
、私
は
五
十
歳
で
し
た
。Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
の
県
庁
だ
よ
り
で
「
朗
読
録
音
奉
仕

者
養
成
講
習
会
の
受
講
希
望
者
を
受
け
付
け

る
」
旨
の
放
送
を
し
て
い
ま
し
た
。申
し
込
み

後
、ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
理
事
長
と
講
習
会
の
講

師
と
の
面
接
が
あ
り
、そ
れ
か
ら
毎
週
一
回
、半

日
の
講
習
が
数
か
月
間
あ
り
修
了
証
書
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
れ
が
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
の
ご

縁
の
始
ま
り
で
す
。一
九
八
五
年
に
青
い
鳥
奉

仕
団
に
入
団
し
、朗
読
録
音
奉
仕
者
と
し
て
の

活
動
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
か

ら
四
十
年
余
り
、ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
、ご
指
導
く
だ
さ
る
先
生
方
、奉
仕
団

の
お
友
達
、録
音
図
書
の
利
用
者
と
大
勢
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。そ
ん
な
私
が
こ
の
度
、第
五
十
四
回
朗
読
録

音
奉
仕
者
と
し
て
関
東
甲
信
越
地
区
表
彰
を
戴

く
こ
と
と
な
り
、令
和
六
年
九
月
五
日
東
京
池

袋
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
て
開
催
さ
れ

た
朗
読
録
音
奉
仕
者
感
謝
の
集
い
に
お
い
て
表

彰
状
そ
の
他
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。実
は
私
は

こ
の
夏
の
酷
暑
に
体
調
を
崩
し
出
席
が
か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。後
日
、ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
経
由
に

て
表
彰
状
そ
の
他
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。こ

の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、音
訳
図
書
の
作
成
が

で
き
る
の
は
、あ
と
何
年
あ
る
か
し
ら
と
思
い

を
巡
ら
す
卒
寿
の
私
で
す
。と
に
か
く
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

朗
読
録
音
奉
仕
者（
関
東
甲
信
越
地
区)

表
彰
を
受
賞

山
梨
青
い
鳥
奉
仕
団
音
訳
部
　
桂
田
　
晶
子

卒
寿
に
戴
い
た
大
き
な
賞

賞状を手に笑顔の桂田さん録音の様子
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貸 借 対 照 表（ 合 算 ）令和6年3月31日現在 （単位：円）

資 産 の 部
当年度末 前年度末 増　減

流動資産 577,380,961 543,940,265 33,440,696
現金 278,009 331,327 △ 53,318
普通預金 483,159,461 450,355,963 32,803,498
当座預金 0 372,074 △ 372,074
定期預金 2,000,000 2,000,000 0
事業未収金 85,146,841 88,057,158 △ 2,910,317
未収補助金 5,375,000 1,644,000 3,731,000
立替金 313,903 235,590 78,313
前払金 433,500 402,500 31,000
前払費用 674,247 541,653 132,594

固定資産 852,031,845 883,190,478 △ 31,158,633
基本財産 709,000,102 740,033,739 △ 31,033,637

土地 167,984,000 167,984,000 0
建物 541,016,102 572,049,739 △ 31,033,637

その他の固定資産 143,031,743 143,156,739 △ 124,996
構築物 9,198,228 8,199,378 998,850
車輌運搬具 1,048,244 1,598,584 △ 550,340
器具及び備品 8,383,558 9,368,283 △ 984,725
無形リース資産 8,646,000 0 8,646,000
退職給付引当資産 28,480,520 27,007,730 1,472,790
長期預り金積立資産 1,680,000 1,440,000 240,000
人件費積立資産 62,000,000 72,000,000 △ 10,000,000
施設整備等積立資産 22,400,000 22,400,000 0
差入保証金 114,000 114,000 0
長期前払費用 1,081,193 1,028,764 52,429

資産の部合計 1,429,412,806 1,427,130,743 2,282,063

負 債 の 部
当年度末 前年度末 増減

流動負債 87,013,325 73,809,758 13,203,567
事業未払金 19,207,777 16,540,738 2,667,039
1年以内返済予定設備資金借入金 22,200,000 22,200,000 0
1年以内返済予定リース債務 1,729,200 0 1,729,200
未払費用 3,153,454 3,191,963 △ 38,509
預り金 0 104,448 △ 104,448
職員預り金 3,956,894 3,489,609 467,285
賞与引当金 36,766,000 28,283,000 8,483,000

固定負債 129,289,120 143,147,730 △ 13,858,610
設備資金借入金 92,500,000 114,700,000 △ 22,200,000
リース債務 6,628,600 0 6,628,600
退職給付引当金 28,480,520 27,007,730 1,472,790
長期預り金 1,680,000 1,440,000 240,000

負債の部合計 216,302,445 216,957,488 △ 655,043
純 資 産 の 部

基本金 94,825,208 94,825,208 0
基本金 94,825,208 94,825,208 0

国庫補助金等特別積立金 53,496,941 54,532,901 △ 1,035,960
国庫補助金等特別積立金 53,496,941 54,532,901 △ 1,035,960

その他の積立金 84,400,000 94,400,000 △ 10,000,000
人件費積立金 62,000,000 72,000,000 △ 10,000,000
施設整備等積立金 22,400,000 22,400,000 0

次期繰越活動増減差額 980,388,212 966,415,146 13,973,066
次期繰越活動増減差額 980,388,212 966,415,146 13,973,066

（うち当期活動増減差額） 3,973,066 53,995,698 △ 50,022,632
純資産の部合計 1,213,110,361 1,210,173,255 2,937,106
負債及び純資産の部合計 1,429,412,806 1,427,130,743 2,282,063

令和５年度　事業報告・決算報告承認される
資金収支計算書（合算）（自）令和5年4月1日

（至）令和6年3月31日 （単位：円）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収

入

介護保険事業収入 81,276,000 81,169,335 106,665
老人福祉事業収入 117,424,000 117,725,507 △ 301,507
障害福祉サービス等事業収入 464,749,000 470,796,488 △ 6,047,488
身体障害福祉事業収入 49,009,000 49,430,828 △ 421,828
その他の収入 564,000 564,699 △ 699
その他の補助金収入 400,000 0 400,000
経常経費寄附金収入 1,060,000 1,060,000 0
受取利息配当金収入 6,000 5,927 73
その他の収入 2,673,000 2,880,644 △ 207,644
事業活動収入計 (1) 717,161,000 723,633,428 △ 6,472,428

支

出

人件費支出 523,706,000 518,546,202 5,159,798
事業費支出 102,952,000 94,283,064 8,668,936
事務費支出 64,093,000 59,704,925 4,388,075
支払利息支出 450,000 443,532 6,468
その他の支出 1,622,000 1,610,174 11,826
事業活動支出計 (2) 692,823,000 674,587,897 18,235,103

事業活動資金収支差額 (3)=(1) ー (2) 24,338,000 49,045,531 △ 24,707,531

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 3,025,000 3,025,000 0
その他の施設整備等による収入 0 25,248 △ 25,248
施設整備等収入計 (4) 3,025,000 3,050,248 △ 25,248

支
出

設備資金借入金元金償還支出 22,200,000 22,200,000 0
固定資産取得支出 8,372,000 8,276,104 95,896
ファイナンス・リース債務の返済支出 297,000 288,200 8,800
その他の施設整備等による支出 0 642,376 △ 642,376
施設整備等支出計 (5) 30,869,000 31,406,680 △ 537,680

施設整備等資金収支差額(6)=(4)－(5) △ 27,844,000 △ 28,356,432 512,432
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 10,001,000 10,000,230 770
その他の活動収入計 (7) 10,001,000 10,000,230 770

支
出

積立資産支出 0 240,000 △ 240,000
その他の活動支出計 (8) 0 240,000 △ 240,000

その他の活動資金収支差額(9)=(7)－(8) 10,001,000 9,760,230 240,770
予備費支出(10) 0 ― 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)－(10) 6,495,000 30,449,329 △ 23,954,329

前期末支払資金残高 (12) 520,613,507 520,613,507 0
当期末支払資金残高 (11)+(12) 527,108,507 551,062,836 △ 23,954,329

勘　定　科　目 予算 (A) 決算 (B) 差異(A)－(B)

事業活動計算書（合算）（自）令和5年4月1日
（至）令和6年3月31日 （単位：円）

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収

益

介護保険事業収益 81,169,335 68,871,863 12,297,472
老人福祉事業収益 117,485,507 124,650,450 △ 7,164,943
障害福祉サービス等事業収益 470,796,488 481,845,175 △ 11,048,687
身体障害福祉事業収益 49,430,828 51,778,742 △ 2,347,914
経常経費寄附金収益 1,060,000 0 1,060,000
サービス活動収益計 (1) 719,942,158 727,146,230 △ 7,204,072

費

用

人件費 527,028,972 484,374,411 42,654,561
事業費 94,283,064 104,632,360 △ 10,349,296
事務費 59,704,925 52,777,079 6,927,846
減価償却費 39,845,943 39,403,161 442,782
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 4,060,960 △ 3,515,220 △ 545,740
サービス活動費用計 (2) 716,801,944 677,671,791 39,130,153

サービス活動増減差額 (3)=(1) － (2) 3,140,214 49,474,439 △ 46,334,225
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 5,927 5,955 △ 28
その他のサービス活動外収益 2,880,644 3,084,665 △ 204,021
サービス活動外収益計 (4) 2,886,571 3,090,620 △ 204,049

費
用

支払利息 443,532 521,232 △ 77,700
その他のサービス活動外費用 1,610,174 1,534,467 75,707
サービス活動外費用計 (5) 2,053,706 2,055,699 △ 1,993

サービス活動外増減差額 (6)=(4) － (5) 832,865 1,034,921 △ 202,056
経常増減差額 (7)=(3)+(6) 3,973,079 50,509,360 △ 46,536,281

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 3,025,000 726,000 2,299,000
固定資産売却益 0 7,273,419 △ 7,273,419
特別収益計 (8) 3,025,000 7,999,419 △ 4,974,419

費
用

固定資産売却損・処分損 13 3,787,081 △ 3,787,068
国庫補助金等特別積立金積立額 3,025,000 726,000 2,299,000
特別費用計 (9) 3,025,013 4,513,081 △ 1,488,068

特別増減差額 (10)=(8) － (9) △ 13 3,486,338 △ 3,486,351
当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) 3,973,066 53,995,698 △ 50,022,632

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額 (12) 966,415,146 909,419,448 56,995,698
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 970,388,212 963,415,146 6,973,066
基本金取崩額 (14) 0 0 0
その他の積立金取崩額 (15) 10,000,000 3,000,000 7,000,000
その他の積立金積立額 (16) 0 0 0

次期繰越活動増減差額
(17)=(13)+(14)+(15) － (16) 980,388,212 966,415,146 13,973,066

勘　定　科　目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)－(B)
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広報「山梨ライトハウス」

おめでとうございます
第 号

元
法
人
事
務
局
長
　
　
標
　
　
照
二

　

広
報
「
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
が
記
念
す
べ
き

節
目
の
第
一
〇
〇
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
の
創
刊
に
あ
た
っ
て
は
、社
会
福
祉
法
人

山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
創
立
四
十
五
周
年
を
記
念
し

て
平
成
十
年
八
月
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。年
４
回
の
発
行
で
す
か
ら
二
十
五
年
を
経
て

一
〇
〇
号
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

一
〇
〇
冊
分
の
広
報
誌
が
綴
ら
れ
て
い
る
フ
ァ

イ
ル
は
ず
っ
し
り
と
し
た
重
み
を
感
じ
ま
す
。

　

創
刊
か
ら
の
編
集
で
は
、巻
頭
言
に
は
毎
号
三

井
元
理
事
長
に
執
筆
を
お
願
い
し
、各
施
設
か
ら

は
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
き
い
き
と
し
た
様

子
、そ
し
て
山
梨
県
視
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会
か

ら
は
当
事
者
の
声
ま
た
青
い
鳥
奉
仕
団
の
点
訳
・

音
訳
の
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
情
報
発
信
し
、

視
覚
に
障
害
を
持
つ
方
々
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
広
報

は
音
訳
さ
れ
視
覚
に
障
害
を
持
つ
方
々
へ
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

第
六
十
号
か
ら
は
カ
ラ
ー
刷
り
と
な
り
よ
り
親

し
み
や
す
い
広
報
と
な
り
ま
し
た
。

　

創
刊
号
に
は
、草
創
期
の
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
浅
川
安
子
さ
ん
の
随
想

「
私
と
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

病
弱
だ
っ
た
浅
川
さ
ん
が
盲
学
校
の
生
徒
の
た
め

に
徹
夜
で
点
訳
本
を
製
作
し
た
こ
と
な
ど
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
使
命
と
し

て
の
第
一
歩
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
方
々
か
ら

執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。名
前
を
お
聞
き
に

な
る
だ
け
で
も
懐
か
し
く
再
度
拝
読
し
た
い
衝
動

に
駆
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

手
に
し
た
重
み
は
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の
重
み

で
も
あ
り
ま
す
。温
故
知
新
と
し
て
の

記
念
誌
や
広
報
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
一
〇
〇
号
は
通
過
点
で

す
。こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員
の
ご
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

過去の広報を懐かしみながら
執筆する標元事務局長
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◎編集長　茂手木正人　〇編集委員　柳瀬美樹、手塚美香、山下苑海、雨宮正幸、笹本稔、河田文子、河内裕子
※皆様からの情報をお待ちしております。

鈴木道雄記念財団より
福祉車両寄贈

　青い鳥成人寮では、公益財団法人鈴木道雄記念財団様よ
り、福祉車両エブリィワゴンを寄贈していただきました。9月
27日山梨スズキ販売株式会社本社にて寄贈式が行われ萩
原理事長が出席し、11月22日に納車されました。寄贈をして
くださいました公益財団法人鈴木道雄記念財団様、誠にあ
りがとうございました。利用者の通院や買い物など大切に使
用していきたいと思います。 山梨スズキ販売株式会社代表取締役社長 荻原茂宏様（左）

点訳講習修了者と講師 音訳講習修了者と講師

青い鳥成人寮に
キッチンカーが来ました！

山梨放送メディアプロデュース局山梨放送メディアプロデュース局
局長　荒川武広様（右）局長　荒川武広様（右）

「風景を感じる」がテーマの
点字カレンダー

　今年度の点訳奉仕員の修了者は７名、音訳奉仕員の
修了者は3名でした。
　これから、それぞれ練習を積み重ねて実践に入ります。
皆さん今後とも、図書製作へのご協力をよろしくお願い
いたします。

山梨放送様から
点字カレンダーのご寄贈

点訳・音訳奉仕員
養成講習会が修了しました

点訳・音訳奉仕員養成講習会受講者募集！

　令和6年11月22日、日本テレビ小鳩文化事業団製作のカレンダー
「点字版」３００部が山梨放送メディアプロデュース局局長荒川様よ
り山梨ライトハウス萩原理事長に贈られました。今回のテーマは「風
景を感じる」で四季折々の景色の写真が掲載されています。

　利用者より「焼きたてのピザが食べたい」との
要望を叶えるため、12月18日のクリスマス会にピ
ザのキッチンカーを呼びました。昼食に焼きたて
のピザを食べたみなさん大満足。お忙しいなか来
てくださいました「ROCKiN’PiZZA」のRYOKO
様ありがとうございました。

　視覚障害者の読書の普及を図るため、書籍などを点訳・音訳していただけるボランティアを養成する講習会を開催します。

♦点訳奉仕員養成講習会
 〈講習期間〉令和7年6月6日～10月24日　午後1時30分～3時30分　毎週金曜日　全20回

♦音訳奉仕員養成講習会
 〈音声検査〉令和7年7月9日　※応募者に音声検査と面接を受けていただき受講者を決定します。
 〈講習期間〉令和7年7月30日～12月17日　午前9時30分～11時30分　毎週水曜日　全20回

お問い合わせ先　山梨ライトハウス情報文化センター　点訳・音訳奉仕員募集係　TEL.055-222-3502


